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 下榎  隣保館 ・ 集会所  運営  審議会  及 び
しもえのき りんぽかん しゅうかいしょ うんえい しんぎかい およ

 町人権 センター運営審議会を 開 きました
ちょうじんけん ひら

　
　 今年度 の 第 １ 回  運営  審議会 を、 下榎  集会所 で、４ 月 ２７ 日 に 開 きま

こんねんど だい かい うんえい しんぎかい しもえのき しゅうかいしょ がつ にち ひら

した。
　運営審議 委員 は、 次 の 皆 さんです。（ 敬称  略 ）

いいん つぎ みな けいしょう りゃく

　
　 会 　　 長 
かい ちょう

　　 西村  正満 
にしむら まさみつ

　 職務  代理 
しょくむ だいり

　　 森田  勝彦 
もりた かつひこ

　 委 　　 員 
い いん

　　 長谷川  真由美 、 手島  千恵里 、 福間  晃 、 鳥居  良光 、
はせがわ ま　ゆ　み てしま ち　え　り ふくま あきら とりい りょうこう

　　　　　　　 田口  郁江 、 田子  功司 、 中原  信男 、 青砥  昭雄 
たぐち いくえ た　ご こうじ なかはら のぶお あおと あきお

　
　 委員 の 任期 は、 平成 ２１ 年 ４ 月  １日 から平成２３年３月３１ 日 までの２
いいん にんき へいせい ねん がつ ついたち にち

 年間 で、 隣保館 ・ 集会所 の運営審議委員と 人権 センターの運営審議委
ねんかん りんぽかん しゅうかいしょ じんけん

員は 兼任 です。
けんにん

　
　運営審議会での審議 内容 

ないよう

　①会長、職務代理の 選出 
せんしゅつ

　②平成２１年度 事業  計画 について
じぎょう けいかく
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▽座談会の開催時期
　開催時期のピークは、２月が最も多くなっています。

　今年度は、より多くの自治会で開催をお願いします。また、座談会は２月から３月下旬
に集中する傾向があります。出かける推進員やビデオなどの調整に苦慮することもあり
ます。早めに開いていただけば推進員も助かります。よろしくお願いします。
　

▽参加者アンケートの結果
　座談会では、参加者にアンケートをお願いしました。
　多くの方にご協力いただきありがとうございました。結果は次のとおりです。
■座談会参加者数４６９人、アンケート回収数４１７人（回収率８８.９％）
　参加者の男女別人数：男性２５５人（６１.２％）、女性１６２人（３８.８％）

 

　この結果から、おおよそ次のようなことが言えるのではないでしょうか。
■女性や若い人、今までに参加したことのない人に、もっと参加していただきたい
■参加してみたら案外、有意義で良かった、とほとんどの人が思っている
■今後は、高齢者や障がい者や病気の人のことを話し合ってみたい、との意見が多い
■自分の人権は守られている、と感じている人が意外に多い

▽自由意見
　▽進出者にはテーマを絞って話し合いを進める努力を望む▽ビデオが長い▽自分がも
う少し高齢者の人権勉強会に参加したほうが良いのではと思いました▽高齢者です。若
い人に助けられ、とても感謝しています。お互い「ありがとう」の感謝の気持ちを持ちた
いと思います▽人から守られるというより、自分の人権を自分で守る生き方をしたい

　アンケートにご協力いただきありがとうございました。
　今後の座談会に生かしていきたいと思います

合計３月２月１月１１月９月
３６地区１３地区１６地区５地区１地区１地区

分析回答など質問項目

参加者は７０代・６０代が、
１０人中７人以上

０人２０代

年　代

４人（０.９％）３０代
２４人（５.９％）４０代
７８人（１９.１％）５０代
１３７人（３３.７％）６０代
１６５人（４０.４％）７０歳以上

ここ数年続けて参加して
いる人が、１０人中７人以上

１１７人（２８.７％）初めて
参加回数 １４８人（３６.３％）２～４回

１４３人（３５.０％）５回以上

１時間３０分がちょうど良
いが、１０人中８人以上

３３人（８.３％）長い
話し合いの時間 ２８人（７.０％）短い

３３８人（８４.７％）ちょうど良い

内容がよく理解できた人
が１０人中６人以上

２４８人（６１.８％）よく分かった
話し合いの内容 １４６人（３６.４％）まあまあ

７人（１.８％）あまりよく分からなかった

大変良かった、または良
かったという人が、１０人中
８人以上

８５人（２０.９％）たいへん良かった自分にとって
今日の話し合いは
良かったか

２２６人（５５.７％）良かった
８９人（２１.９％）まあまあ
６人（１.５％）良くなかった

ビデオや資料を見て話し
合いたいという人が、１０人
中６人以上

８２人（２０.７％）グループで
どんな話し合いの
方法が良いか

２６５人（６６.８％）ビデオや資料で
４２人（１０.６％）講演、寸劇を見て
８人（１.９％）その他

１番目に多いのが高齢者
の人権、２番目が地域の
問題、３番目が病気の人
の人権、４番目が障がい
者の人権の順になってい
ます。

１８人（２.９％）同和問題

今後の話し合いの
テーマは？
（複数回答）

２０３人（３２.４％）高齢者の人権
３３人（５.３％）子どもの人権
３６人（５.８％）女性の人権
５６人（８.９％）障がい者の人権
５人（０.８％）外国人の人権
８１人（１２.９％）病気の人の人権
１８５人（２９.６％）地域の問題
９人（１.４％）その他

自分の人権が守られてい
ると思う人が、１０人中６
人

２３７人（５９.９％）思う今日の話し合いの中から、
自分の人権は守られている
と思いましたか？

２１人（５.３％）思わない
１３８人（３４.８％）どちらともいえない


